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論 文 内 容 の 要 旨 

 

救急救命士によって行われる二次救命処置のうち、除細動は院外心停止患者に対して行われる重

要な処置であるが、これまで院外心停止患者に対する除細動可能な病院到着前除細動の回数と、１

ヶ月後生存との関連は明らかではなかった。本研究では、総務省消防庁が提供する２００９年１月

１日から２０１２年１２月３１日までの間の院外心停止患者から得られたレジストリデータ（救急

蘇生統計）のうち、除外基準にかかる症例を除いた２０，８５１例を用いて、院外心停止患者に対

する院外除細動の回数と１ヶ月後生存との関係を調べた。 
信号検出分析法を用いて分析したところ、院外心停止患者の生存に最も強く関連している病院到

着前除細動回数のカットオフ・ポイントは、２回以下と３回以上の間であった。２回以下の除細動

を受けた患者の１か月後生存は３４．４８％であり、３回以上の除細動を受けた患者の１か月後生

存は２４．７５％であった。３回以上の除細動が必要な場合は１ヶ月後死亡の確率が上昇した。生命

予後に強く関連する病院到着時間で解析しても、除細動回数のカットオフ・ポイントを２回以下と３

回以上の間に置くことの妥当性が示された。 

 本研究知見は、院外心停止患者の蘇生において、救急救命士が、医師の包括指示下のもと、オン

ラインによる個別具体的な指示を受けることなく、２回までの除細動を実施することを支持する。



 


